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できた．その一方で，W 杯本大会における最高成績は過去 2 度の決勝トーナメント進出に
留まる．また，育成（ユース）年代の集大成である U-20（20 歳以下）日本代表は 2009
年エジプト大会より 4 大会連続で FIFAU-20W 杯の本戦出場を逃すなど 1) ，JFA および
日本代表の掲げる目標に到達するための道のりが順調であるとはいえない． 
	 内山（2013）によれば，コーチを対象とした研究は 1960 年代後半からスポーツ科学の
領域で散見されるようになり，1970 年から 2001 年までコーチに関する研究は 550 件を超
える報告があるという．同様に，Watanabe (2016) が Google Scholoar を用いたデータ収
集法を参考にして，2001 年から 2015 年の間に公開されたコーチ，コーチングに関する研
究を「coaching + sports」のキーワードから検索すると，約 25,000 件の報告が表示され
る．このことからも，スポーツ科学におけるコーチング関連の研究に対して，大きな関心
が寄せられていることがわかる． 

























ク，教示，支援を担う必要不可欠な存在である（Bolter and Weiss, 2013, p. 32）．また，
「コーチが指導理念を明確にすることで，選手は競技生活や競技成績，価値観の形成に大
きく影響を受けて」おり，「コーチはコーチングの根幹をなす指導理念を確立しておくこ
と」（豊田，2012, p. 140）が求められる． 
	 今日における学校部活動，スポーツクラブ等において生じる体罰をはじめとする諸問題
は，「短期的な結果を過度に重視する」コーチングや「スポーツを通しての教育的プロセ
























































	 Côté et al. (1995) は体操のエキスパートコーチ 17 名を対象としたインタビュー調査か
ら得られたデータを分析した．その結果，「練習」「試合」および「運営」という中心的
構成要素に対して，「コーチの個人的特性」「選手の個人的特性」および「状況要素」と
いう周辺的要素の相互作用からなるというコーチングモデルを構築した．また，Nash et al. 
















































育成年代の主軸が，学校部活動 5) という独自の制度から，徐々に J リーグアカデミーへと
転換してきていることにも留意しなければならない． 
	 J リーグは，創設の理念において，クラブの運営，強化の一環として，小学生年代で構
成される 4 種（ジュニア＝U-12），中学生年代で構成される 3 種（ジュニアユース＝U-15），
高校生年代で構成される 2 種（ユース＝U-18）に属するチームを設置することを義務付け，
選手育成につとめてきた（J リーグ，2016）．また，JFA では 2003 年より育成年代にお
いて主流であったトーナメント方式の大会から，参加チームの総当りを基本とするリーグ
方式の大会への変遷およびリーグ戦文化の定着を目指し，全国各地域を主体にプリンスリ
ーグ 6) や都道府県リーグといったリーグ戦を導入してきた．そのなかでも，2011 年より






























































注目される方法論である（會田，2008; 北村ら，2005; 豊田・中込，1996, 2000; Werthner 

































































































































































































原仲	 碧・中山雅雄・小井土正亮・桑原鉄平・森	 政憲・浅井	 武（2015）育成年代サッ
カーコーチ（元Jリーガー）のコーチング実践知に関するライフストーリー研究．コーチ





















































































































































































































10 年（最終 2 年は J リーグ他クラブ）のキャリアを過ごした．引退後は X に戻り，アカ
デミーのコーチとしてクラブに携わることとなった．インタビューを実施した 2010 年代
 29 
初頭年より U-15 監督に就任．インタビュー当時のコーチ経験は 8 年（U-12（小学生年代）


















































































































































































































































































2000, pp. 101-114）に倣い，呈示する（吉田，2012, 2013, 2014）．  

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2003, p, 79）として有効活用できることが明らかとなった． 
 75 









































































U-19 日本代表は，2016 年に開催された AFC（アジアサッカー連盟）U-19 選手権バーレ
ーンにおいてグループステージ，ノックアウトステージを勝ち進み， 5 大会ぶりとなる















J リーグアカデミーについて J リーグ公式サイト（2014）では「J クラブにおける公益財
団法人日本サッカー協会（JFA）の加盟チームに関する規定に定める登録種別の第２種，













































































































































































































































































































































































































































































ミー）と，W も 2 連敗してて（予選リーグにおいて，
X と同様，2 戦連続で勝ち点 3 を逃していて）．優勝候
補で．1 勝 1 分け，同じ勝ち点 4 で．得失点差も全く
一緒で，抽選になって．おれが抽選引いて勝ったとい
う．Y が落ちた（予選リーグ敗退となった）」 
＊「ああ，その 1 つしか上がれなかったと」 
大林「1 位はE（J クラブアカデミー）が．E 強いから．































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































デビューをして（出場機会を得て）．X に 8 年いて，N
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